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第２節 みどりの課題図 
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 第 2 章 みどりの課題 

第 1 節 みどりの課題 

本市におけるみどりの課題は以下のとおりです。 

 

■「長岡京らしいみどり」の保全に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これからの公園づくりに関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本市の特徴的なみどりとしては、豊かな自然環境のある西山とその山麓の

竹林、長岡天満宮や光明寺、柳谷観音楊谷寺などの社寺林、恵解山古墳公園や

勝竜寺城公園などの史跡・歴史公園などがあり、「長岡京らしいみどり」を構成

しています。 

これらの本市の代表的なみどりは、多くの市民に愛され親しまれ、これまで

良好な状態で保全されてきました。今後もこの貴重な財産を継承し、守り、活

用していくことが重要です。 

本市を取り巻く社会情勢の変化や市民ニーズの多様化に対応するため、これ

からの公園づくりについて、検討する必要があります。 

 

１． 都市計画公園※の見直し 

本市の都市計画公園（将来の都市像を想定して計画された公園）の多く

は、昭和４０年代に計画決定され、これまで計画面積の約４割を整備してき

ましたが、残る未整備部分については、時代の変化や市民ニーズを踏まえた

計画の見直しが必要です。 

 

２． 新しい時代に対応した公園づくり 

誰もが憩い楽しめる「インクルーシブ※公園」の整備の検討や小規模な公

園・緑地の再編・再配置の検討など、新たな社会の流れに対応した公園づく

りを進める必要があります。 

 

３．市民の声に応える公園づくり 

市民アンケートでは「公園のリニューアル」や「暑熱対策」などを求める声

が多く寄せられており、これまで進めてきた公園施設の更新を継続するとと

もに、公園の機能強化に取り組む必要があります。 
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■まちなかのみどりに関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園の適切な維持管理や魅力向上に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、中心市街地を「緑化重点地区※（みどりを重点的に増やすエリア）」

に位置付けるなど、まちなかのみどりを増やす取組を行ってきましたが、依然と

して、みどりの量は十分とはいえません。一方、建物が密集する市街地では、新

たな大規模公園の整備が困難なことから、公共施設（市役所、公園、道路など）

での緑化の推進に加え、住宅地や商業地など民有地での緑化も促進していく必

要があります。また、市街地の農地は減少傾向にありますが、農地はグリーンイ

ンフラ※の推進に資する重要なみどりであることから、保全の促進が必要です。 

本市では、西山を保全する「西山森林整備推進協議会※」の設立、まちなかの

公園等の花や樹木の世話等を行う「みどりのサポーター制度」の創設、さらに

「西代里山公園運営検討会」の設置など、みどりを保全する多様な担い手を生

み出してきました。 

今後は、これらの制度や協議会等を継続し、次世代へ引き継いでいくととも

に、さらに、民間の創意工夫を活かした官民連携手法※の導入のほか、維持管

理費の財源確保、行政だけでなく市民や事業者等とのパートナーシップで公園

マネジメントができる環境整備に力を入れる必要があります。 

西山の遠景 
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第 2 節 みどりの課題図 

 本市のみどりの課題について、下図のとおり、まとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２－２－１ みどりの課題図 



 

50 

 
 

第
２
章 

み
ど
り
の
課
題 

 
 

 

  【コラム】「粟生畑ケ田公園（インクルーシブ※公園）」「プレイリーダー※による賑わい創出」 

２０２４（令和６）年１１月、市北部の粟生畑ケ田地

内に、市内初のインクルーシブ公園「粟生畑ケ田公

園」が開園しました。本公園は、障がいの有無や年

齢などにかかわらず、誰もが安心して利用できるこ

とを基本理念とし、インクルーシブ遊具や健康遊具、

駐車場を備えた面積約１，８００㎡の公園です。「イン

クルーシブ」とは、あらゆる人が孤立したり、排除さ

れたりしないよう、みんなで援護し、社会の構成員

として包みこみ、支え合うことを意味しています。本

公園は、この理念を公園づくりに反映した先導的な取組として位置づけられます。 

【インクルーシブ遊具】 

本公園には、視覚・聴覚・触覚を活用して楽しめるパネル付き複合遊具や、体を支える機能を

備えたブランコ、にぎやかな遊び場が苦手な子がゆっくりと過ごせる隠れ家的遊具などを設置

しています。これによって、多様な子どもたちが、それぞれのペースで安心して過ごせる場とな

ることを目指しています。 

 

【プレイリーダーと連携した遊び環境づくり】 

本市では、ハード整備に加えて、遊びを通じた公園の利活用を促進するために、令和６年１２月

から粟生畑ケ田公園において、プレイリーダーと連携した取組を毎月１回開催しています。 

プ レ イ リ ー ダ ー と は 「 子 ど も が 自 ら 遊 び 育 つ 環 境 づ く り の 知 識 と 技 能 を 備 え 、 

多様な人が参画できる子どもを中心とした遊び場をつくる人」のことをいいます。 

本公園では、ボッチャやモルック体験、段ボール窯を用いたピザづくり体験などの活動を通じて、

遊びのきっかけづくりや見守りを行っています。これにより、年齢や特性の異なる子どもや保護者

が安心して交流できる場が生まれ、公園の魅力向上につながっています。 

 

粟生畑ケ田公園 

ボッチャ・モルック体験 段ボール窯のピザづくり体験など 

複合遊具 ブランコ（サポート付き） ゴムボール・隠れ家（ドーム） 


